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JR 川崎駅北口にある音楽を中心とした ”ミュー

ザ川崎シンフォニーホール”で、先ごろ川崎市市民

ミュージアムコレクション展 “古き良きパリの

街並み 写真家・アジェの仕事” 展が開かれた。

川崎市市民ミュージアムは、日本で始めてゾーン

システムのワークショップを開いた美術館で、多

数の写真コレクションでも知られている。 

ウジェーヌ・アジェ 

 (Eugène Atget) 展を見て 

 中島秀雄 

 

はじめに 

フランスのエスプリを捉えた写真家とまで言

われた写真家・アジェについては、伝説的なこと

が多く詳しいことは分からなかったが、近年多く

の研究者によってその細部が分かるようになっ

てきた。私が最初にアジェの作品を見たのはいつ

だったか覚えていないが、古き良き時代のパリの

街を捉えた写真として記憶している。 

 

世紀末のヨーロッパ 

19 世紀末ヨーロッパは、科学の進歩、資本主義

の成熟によって未来はばら色に見えたのもつか

の間、多くの矛盾を抱え革命と反動が吹き荒れて

いた。しかし、芸術家達は、社会と人間、そして

自己との新たな結びつきを求め活動をはじめて

いた。そんな中で一人の無名な中年男が、パリの

街を重いカメラをかついで動き回っていた。後に

有名になった写真家・アジェだ。 

 

フランスはボルドーに生まれる 

1857 年、アジェは、フランスのボルドー近郊

の街リブルヌで生まれた。幼くして両親を亡くし、

叔父に引き取られ、少年時代は外国航路の船の給

仕になっている。その後、20 代で旅芝居の役者に

なり、国立演劇学校にも入学しているが、結局、

役者はあきらめ、画家の道を進む。しかし、これ

もうまくいかず、そのころから写真の道を模索す

るようになる。 

 

最初の客 

本格的に写真の道に入ったのは 40 歳を過ぎて

いた。1899 年、モンパルナスの街の一角に「Atget 

- documents pour artistes」という看板をかかげ、

パリとその近郊で撮影したプリントの販売をス

タートさせた。アジェの友人には絵かきも多く、

彼らから写真の問い合わせがあったのかもしれ

ない。ある程度売れることを前提にしないかぎり

カメラと処理機材一式をそろえることなどでき

ない。案の定、最初に現れたお客は、画家のブラ

ックやユトリロでアジエにとっては充分な値段

だったといわれている。ユトリロは、部屋の中で

街を描いていたというから、アジェの写真は大い

に役に立ったものと想像できる。アジェにとって

自分の写真がアーティストに見られ使われるこ

とは、大きな誇りだった。そのほか出版社、デザ

イナー、建築家、博物館、古いパリに興味を持つ

人々を対象にしていたが、これは、あくまでもア

ジェが望んだ客のリストだったようだ。また、当

時のプリントの値段は、絵葉書一枚と同じ程度の

値段だったといわれる。 

 

アジェの被写体 

アジェが被写体としたのは、パリとその近郊に

あるありとあらゆるものが対象となっている。街

角、通り、裏庭、商店、酒場の入り口、記念碑、

古い教会、ショーウインドー、バルコニー、河川

の光景、馬車、場末の街、縁日、と様々なものに
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カメラを向けている。 

私が特に好きな写真は、レストランや酒場のフ

ァサード(建物の正面入り口)を撮影したもので、

どのファサードも人々を引き付けるための装飾

過多と思える素材で飾り立て、それは、彫刻、レ

リーフ、ガラス、鉄の扉、鉄格子からなっている。

それらの装飾は奇怪で、楽しく、素朴で、そして、

何よりも個性的でアジェ自身も楽しんでいたの

ではないかと思えてくる。なぜなら、当時の建築

家やデザイナーの技量を通してパリの現在を見

る行為でもあり、また、写真にするための素材の

集合のように見えるからだ。アジェが捉えた写真

の中には、普段多くの人々が生活しているはずの

広場や路地に人は写らず、何か大きな事件現場を

見るように、アジェの写真に引き込まれていく。

壁のシミや割れ目、彫刻が張り付いた梁、壊れた

自転車や水溜りには日常的に見れば誰もが受け

入れるたわいのないものでも、モノクロームの克

明なアジェの写真に捉えると日常的な意味とは

違うが世界が見えてくる。アジェの写真を必要と

していた人々の中には、日々、見慣れた街並もカ

メラが写し撮ると別の世界が見えていたのだろ

う。当時の美術界は、記録手法によって、被写体

の持つイメージを変貌させたり別の意味に置き

換えたりするシュールリアリズム運動が起きて

いた。人物写真は少ないが、ガラス窓越しに写り

込んだ人々のスリリングな表情に、カメラは、

人々の心の中まで写し撮る道具のようにも見え

てくる。ときおり路上の物売りに声をかけ撮って

いる。”ランプシェード売り”の作品を見るとピン

トは甘く感度の低いガラス乾板による撮影の難

しさが分かる。パリを離れ郊外への撮影には、バ

スを利用していたようだ。バイク、オープンスポ

ーツカーが走っていた時代に都市バスがどの程

度走っていたのか分からないが、主な公園や美術

館を巡るルートに沿って撮影は可能だったのか

もしれない。 

 

アジェが使用したカメラ 

アジェが使用したカメラは、７1/4×９1/4 イン

チサイズ、ガラス乾板 乳剤の感色性はオルソタ

イプ(青に強く感じる乳剤)で、それは、アジェの写真

を見ると青空はいつも真っ白に見えることから

分かる。レンズはラピッドレクチャーといわれて

いるが詳しくは分からない。フォーマットサイズ

から標準レンズは、300mm となるが、アジェの

作品を見ると 300mm で捉えた作品は一枚もない。

画角やパースペクティブから見る限りワイドレ

ンズを使っていたように見える。おそらく

200mm 前後の焦点距離を持つレンズ一本で事に

当たっていたと思える。また、アジェは、レンズ

の解像力が良くないことから、絞ることで対処し

ていたようだ。しかし、いったい露出はどのよう

に決定していたのだろうか。恐らく経験を通して

朝の光を見れば露出の決定は出来たのかもしれ

ない。建築物を撮影した写真を見ると空の部分が

半円形の黒焼きになっているが、これは、レンズ

をライズしてアオリを使ったことからレンズの

包括範囲を超え、ケラレとなってしまった部分で、

レンズのイメージサークルが小さいこともわか

る。 

イギリスの写真家フランシス・フリス(Francis 

Frith)(注 1)はアジェより前の時代の写真家で、

8x10、16x20 のカメラをかつぎエジプトを撮影し、

すばらしい作品を残している。当時は、湿板写真

の時代で、撮影の直前に感光乳剤を支持体に塗っ

て乳剤が濡れている合間に撮影しなければなら

ず、濡れた乳剤に砂が付着し悩まされたこともあ

ったようだ。しかし、彼の作品はよりシャープに

見えることから優れたレンズはすでに存在して
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いた。アジエは、すぐれたレンズを手に入れるこ

とは出来なかったのだろう。 

 

現像・プリント 

撮影後、帰宅し現像にとりかかる。どのような

現像液を使っていたか分からないが、彼のツメは、

現像液の汚れが付着し、その汚れが取れることは

なかったようだ。エドワード・ウエストンのツメ

もパイロ現像液によって常に汚れていた。ガラス

プレイトの現像は、フィルムと違う厄介さを伴う

ことだろう。特別な現像方法を駆使していたのか

もしれないが、その後の水洗、乾燥にも慎重にな

らざる終えない。出来上がったネガは POP 印画

紙(Printing Out Paper)に密着して取り枠に装填

し、自然光にさらして焼き付ける。焼付け時間は、

光の強さ、ネガ濃度によって経験的に割り出して

いたのだろう。その後、定着し水洗・乾燥して仕

上げるか、塩化金による金調色を施し定着、水洗、

乾燥して仕上げていた。 

金調色といってもプリントの色が金色になるわ

けではなく、紫がかった黒から時間、温度によっ

て茶系の黒と変化していく。クラシックな味わい

と、暖かみのあるプリントに、当時、パリでは流

行っていたようだ。また、金調色は長期保存にも

役に立ち、アジェのビンテージプリントが当時の

色調そのままに見ることができるのも金調色の

すぐれたところだ。 

 

アジェの生活 

アジェは、生活費を徹底して切りつめ、上等の写

真材料を手に入れるためにつぎ込んでいたよう

だ。食事といえば、ミルクとパンと角砂糖少しと

いう簡素な食事しかとらなかった。いったい、こ

れだけの食事で重い機材を担ぎ動き回ることが

出来るものなのか。服装にも無頓着だった。アジ

ェが重いカメラをかつぎパリの街を動き回る姿

は、人々からは変ったやつが動き回っていると見

られていたようだ。怪しい、スパイと疑われつけ

まわされたこともあったようだ。そういう理由で

アジェは、早朝まだ人気のない時間帯に撮影時間

を変更している。 

 

ネガとプリントは米国へ 

 アメリカの女流写真家・ベレニス・アボット

(Berenice Abbott)(注 2 )が強い関心を示さなかっ

たらアジェの作品は、世に出なかったかもしれな

い。1926 年、当時、マン・レイ(注)の助手を務め

ていたアボットは、マン・レイ( Man Ray )(注 3)

から一枚の写真を見せられた。その写真に心引か

れたアボットは、エレベーターもない 5 階のアジ

ェの部屋を訪ねた。そのときアジェは、すでに 69

歳になっていた。それ以来アジェとの親交を重ね、

親しくなっていく。そして、1927 年、再びアジ

ェを訪ねると、「アジェ・アーティストのための

ドキュメント」の看板が取り外され、彼の死を知

った。アジェが残した数千枚のネガはきれいに整

理され、目録までつけていた。アボットは、アジ

ェの友人がそれらを保管していることを知り、交

渉によって彼から数千枚のネガとプリントを買

い取り、米国に持ち帰った。アジェの作品は、1930

年に米国で公開され、大きな反響を呼び起こし、

後の写真家に大きな影響を与えることになった。 

 

後の評価 

アジェの写真に対する後の評価は、「主観的な

スタイルの写真というよりも、彼の記録態度はあ

くまでも感傷を排して客観的」「カメラを率直に

そのまま使った」という評価が多い。 

私は、アジェのデザイン感覚はすばらしいと感

じている。絵かきのキャンバスを画面の隅に取り
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入れた写真は、完璧なカメラ位置とフレーミング

に絵作りのうまさを強く感じる。何を撮りたいの

か、美の中心はどこか、写真に必要なモチーフは

どれとどれがあればよいのか、アジェ自身の内側

にある感性と眼差しで捉えている。そして、何よ

りもパリの街を愛し、カメラに慣れるにしたがっ

て愛するパリを撮るには大きなカメラが必要で

苦にはならず、むしろ楽しんでいたと思えてくる。

無名の一生を終えたとはいえ、人生の半ばでパリ

の写真を撮るという大きな目標を見つけ、それを

手に入れたことを考えると、充実した生涯だった

ように見える。多くの写真家が心の中でアジェを

慕うのは、あるべき写真家のスタイルと感じてい

るからだろう。 

アジェが撮影したこれらの膨大な記録は、今日

パリでは、もはや見ることが出来ない当時の生活

とパリの様子を記録した貴重な写真というばか

りではなく、古き良き時代のパリを捉えた幻想的

な映像詩といえる。 

 

 

 

(注 1) Francis Frith 英 1822-1898 

食品の卸業、印刷会社、写真印画の部門設立。風

景写真を得意とする。 

 

(注 2) Berenice Abbott 米 1898- 1991    

ニューヨークで彫刻を学び、パリでも彫刻の勉強

をする。マン・レイのアシスタントの後にパリで

ポートレートスタジオを開く。ニューヨークに戻

り、アジェの作品をアメリカに紹介する。ニュー

ヨークのドキュメントを始める。1968 年、 ニュ

ーヨーク近代美術館は 5000 点のプリントと 

1000 点のネガをアボットから買取る。 

 

(注 3) Man Ray 米国 1890-1976 

(本名・エマニュエル・ルドニッキー) 

1915 頃から写真を始め、自分の作品を写真で残

すことが目的だった。 

パリに渡り、生活手段として写真が役に立つ。 

絵画、映画、写真、オブジェ等、シュールリアリ

ズムを通して表現した。 

 

［ 参考文献 ］ 

・ライフ写真講座 

・ピクチャー・ヒストリー(ピーター・ポロック) 

・世界の写真家(重森弘奄) 

・写真 150 年・その光と影 （日大、工芸大コレ

クションプリント展)資料） 

・写真の世紀展 
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平木先生追悼 
               中島秀雄 

 

皆さんには、残念で悲しいお知らせをしなけれ

ばなりません。 

ゾーンシステム研究会誕生のきっかけを与え

てくれた写真評論家の平木収先生が、2 月 24 日、

福岡で倒れそのまま帰らぬ人となってしまいま

した。 

 

2 年前に大病し療養中であることは皆さんに伝

えていました。 

昨年は、電話、メールを通して研究会総会時の

講師をお願いしていましたが、体調がすぐれない

ということから直接会うことは出来ず、大変心配

していました。 

 

研究会誕生のきっかけは、川崎市市民ミュージ

アムでのゾーンシステムワークショップでした。 

そのスタートは、PGI で開かれていた私の展覧会

場で、市民ミュージアム学芸員の平木さんから直

接頼まれたことがきっかけでした。 

すでに写真評論とし高い評価を得ていたとき

だけに、私も緊張感をもって引き受け、そのとき

の情景は今でも記憶に残っています。 

 

アンセル・アダムスに対する造詣も深く、多く

の文章を書いていました。 

「アダムスのファインプリントからは、シンフォ

ニーが聞こえる」という文章にあるように、アダ

ムスに対する深い思いを語る他の評論家を私は

知りません。 

「デジタル写真は、錬金術でしょう」と多少怒り

を交えて語っていたように、銀塩写真への深い思

いを通して私達研究会を見ていてくれたことが、

研究会にとっても大きな支えでした。 

私達の地道な取り組みに対する評価は、平木さ

んの毎回の展覧会文章からお分かりだと思いま

す。 

 

今後、研究会は、平木先生の遺志を受け止め、

今までの経験を通して進めて行きたいと思いま

す。 

 

平木収先生、長い間ゾーンシステム研究会、及

び、日本の写真文化に熱い思いを語り続けてくれ

たことに対して感謝いたします。 

 

ご冥福をお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
撮影 中島秀雄 
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【 写真に託する 】 

写真は写っていればいいというものではない。 

どのように写っているのか、 

またどのように見せるのかが大切な要件だが、 

それ以前にもっと大切なことがある。 

それはなぜ写真を撮るのか、という動機の問題だ。 

写真の写りや仕上げなど出来栄えはおおむね技術的な問題だが、 

なぜその写真を撮ったのか、 

それは撮られたのかという動機は撮影者の心の問題、つまり精神の表れなのだ。 

じつは写真に撮りたい何かとは眼前のものやこと、 

レンズの前の事態だと考えがちだが、 

それ以前にその対象を撮影したいという心境、 

平たく言うと気持を留めおきたい、 

取り置きたいから撮るのだといえる。 

そしていい写真にはその気持が立ち現れる。 

またそうした確乎たる動機に支えられた写真は、 

見せるということ、つまり仕上げにも十分考慮が盛り込まれているものだ。 

信念や志を携えた写真活動は、 

写ればいいという目標のみを掲げない。 

ゾーンシステム研究会の近年の活動はまさにそうした方向がはっきりしている。 

一見撮影技術の研究会のようだが、 

活動歴を顧みるとその根底を支える知的な営みにも関心が払われ、 

研鑽に余念がない。 

いまやデジタル主流の時代。 

だが最新のモノクロ専用デジタルプリンターが４色や５色のグレー系インクを 

使っていることなど、 

まさにゾーンシステムの思考方法だ。 

しかし、それは階調が出せればいいという技術であり、 

オリジナルなゾーンシステムはそうではなく、 

撮影時からなぜそれをそう再現するのかを、 

撮影意図にかんがみて想定する。 

こうした総合的な撮影行為が写真に託する気持を具現した作品となり、 

いまや危機に瀕している「写真の価値」を維持してくれるのだと思う。 

 

滞在先のパリにて  平木 収・写真評論家 

 

（ゾーンシステム研究会 13回写真展に贈られた平木先生のことば） 
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MARIANA COOK写真集 Close at Hand 

畑文夫 

 

最近手にした写真関係の本で、印象に残ったも

のを紹介します。 

● MARIANA COOK写真集 [ Close at Hand ] 

・出版社:Quantuck Lane Pr & the Mill Rd  

(2007/10/30) 

・価格： ￥4,172  

（Amazon.co.jpで 2009年 1月現在） 

 

「一粒の砂に世界を、そして野の花に天国を観

る．．．」巻頭におかれたブレイクの言葉がこの写

真集のコンセプトを物語っている。 

黒バックの中、わずかなグラデーションをもっ

た白い卵、砂の中に立つ幼女の足、霧にかすむ山、

キノコや草花の抽象的なクローズアップ、等々。  

端正な正方形に切り取られた写真を説明すると

こんな言葉になるだろうか。  

 

マリアナ・クックという、私には未知の写真家

の仕事を知ったのは、ジョン・セクストンから

時々送られてくるニュースレターであった。ジョ

ンによると、彼女は肖像写真の分野ですでに優れ

た仕事をしているが、この写真集では新しい対象

に目を向けたのだという。興味を持ったので、さ

っそくアマゾンで注文した。 

 

作者は千年紀の変わり目を前に、一日一枚の写

真を創るという義務を自分に課したそうだ。写真

のクレジットにも撮影場所と年月日、時刻までが

丹念に記入されている。しかし時間の移ろいがテ

ーマではなく、どの写真も抽象的とも言える造形

と構成、そして美しいグラデーションに満ちた独

立した作品だ。ストイックで宗教的なものすら感

じさせる、抽象化の極限としての白黒写真となっ

ている。 

控えめなセルフポートレイトなど、わずかな例

を除いて、人物写真はほとんどみられないし、都

会の喧騒を感じさせるものもない。すべてが女性

らしい繊細さと身近な事物に対する鋭い観察力

で捕らえられている。そしてなにより対象への愛

がベースとなっていることが明らかだ。老母とつ

ないだ自分の手に象徴されるような、対象との触

れ合いや共感がシャッターを押させる最大の動

機だったと想像される。セクストンのことば「愛

するものを撮りなさい、そうすれば写真が好きに

なる。」を思い出させる。 

 

この小文を書くため、久しぶりにこの本を開い

た１２月のある日、蜷川実花と森山大道／ミゲ

ル・リオ＝ブランコの写真展をはしごしてみた。 

彼らの写真に共通するのは、一粒の砂に世界を観

ようとするより、部屋中に砂をばら撒くという方

法論のようだ。観る者を包み込むように拡大し壁

一面に貼り付けられた写真、都市の喧騒に満ちた

暴力的な色彩やコントラスト、そして荒れた（色

の）粒子。どちらの展覧会でもプロジェクターで

映像を投影しているが、ぐらぐらと落ち着かない

視線は対象への共感というより、それを利用する

ために追い回しているようにも思える。 

クックの写真とは対極にある世界観。ポピュラ

リティを獲得するにはこんなアプローチが必要

なのだろうか。東洋と西洋の伝統的な思想が逆転

しているように感じられて興味深かった。  

 

クックは「アダムスの最後の弟子」だという。 

ストレート・フォトグラフィの伝統を受け継いだ、

小さいがすばらしい写真集である。 
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【トピックス】 

畑文夫さん写真展「マイ・ホームタウン」開催 
 
2008 年 10 月 28 日～11 月 9 日、研究会事務局

畑文夫さんの写真展が開催されました。 

古き良き時代に撮影した井の頭（畑さんの地

元）の写真をまとめたものです。 

会場はとても良い雰囲気のカフェでした。 

[作者コメント] 

個展の初体験で、ファインプリントとは無縁の

作品でしたが、貴重な経験になりました。 

次の機会があれば、ゼラチンシルバーの美しさを

展示してみたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ゾーンシステム・ワークショップ” 開催決定 

（ヒットオン主催） 
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「中島秀雄写真展 

 ファインプリント光へのまなざし」 展開催 

ギャラリー「アートスペースモーター」におい

て、中島代表の展覧会が開催されます。 

・場所：アートスペースモーター 

（前記ワークショップと同一場所） 

・会期＝2009 年 5 月 8 日（金）～ 5 月 24 日（日） 

＊11 日（月）17 日（日）18 日（月）休廊 

・12:00-20:00  

・TEL:03-3552-0123 

 

「銀塩写真の魅力」 展開催 
 
ギャラリー「ときの忘れもの」において、銀塩

写真の魅力をテーマにした展覧会が開催されま

す。《今回は中島代表の作品も展示されます。》 

上記ギャラリーは、元々版画を主体にしたギャ

ラリーですが、昨今、写真作品にも非常に注力し

始めているギャラリーです。ぜひお越しください。 

・銀塩写真の魅力～Gelatin Silver YES! 

・場所：ギャラリー「ときの忘れもの」(外苑前) 

・会期＝2009 年 6 月 9 日（火）～ 6 月 27 日（土） 

・12:00-19:00 ＊日・月・祝日休廊 

・TEL:03-3470-2631 
 

[ギャラリーコメント] 

ゾーン・システムを考案したアンセル・アダムス、

それを現在日本で実践する中島秀雄、複数のネガを

多重焼付けしてひとつの画像を作り上げるジェリ

ー・ユルズマンなど暗室作業にこだわった作家のほ

か、ウィン・バロックの代表作「森の中の子供」、エ

ドワード・ウェストンの「ヌード（1936）」などの

作品を通して、銀塩写真の魅力に触れていただきた

いと思います。 
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